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パブリッジが架け橋となることで 
あらゆる端末、あらゆる書店、 
あらゆる出版社を結ぶ 

publish ＋bridge 

全ての著者、読者が参加できる場を作りたい 



 
株式会社 出版デジタル機構（パブリッジ）  

産業革新機構から150億円の出資が決定 

大日本印刷、凸版印刷からも出資が決定 
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【会社概要】 

商号： 株式会社出版デジタル機構（サービス名称：パブリッジ） 

設立： 2012年4月2日 

所在地： 東京都千代田区神田神保町１－３ 冨山房ビル３Ｆ 

電話番号：    TEL：03-3518-9750 / FAX：03-3518-9760 

代表者： 代表取締役 植村 八潮 

株主(予定含む)： 角川書店、勁草書房、講談社、光文社、集英社、小学館、新潮社、 
 筑摩書房、版元ドットコム、文藝春秋、平凡社、有斐閣、 
 産業革新機構、大日本印刷、凸版印刷    



出版デジタル機構が実現したい５年後の姿 
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100万 

100万タイトルの 
電子書籍コンテンツ 

「知」へのアクセス 

10% 

出版市場の10%   
2,000億円の市場創出 

1 
1人から1億人にむけて 

誰もが電子出版ビジネスを！ 



 
主要な提供サービス 

 
 

 

オプションサービス：電子化から販売促進まで、トータルで機構が支援 

主な対象：これから電子出版を始める出版社や、電子化コストを負担できない出版社 
 

 この他にも、みなさまのご要望に応じて様々なサービスを順次展開して参ります 
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基本 
サービス 

オプション 
サービス 

配信支援 販売促進支援 管理支援 

•契約電子書店への 
一括/選別配信 

•書誌情報の一括配信 
•データ蓄積管理 

•売上集計、分配計算 

•プロモーション企画
営業 

•素材制作 

制作支援 

•電子書籍ファイル制
作（リフロー型/
フィックス型） 

•書誌情報入力代行 
•DTPファイル管理 

•パブリッジポータル
サイトへの掲載 

基本サービス：電子書店への電子書籍・書誌情報・書影等の配信と、売上集計 

主な対象：既に電子出版フローをお持ちの出版社、新刊電子書籍を自社で制作する出版社 
 



４つのサービス提供による市場活性化 
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読者の拡大 

出版社の参加しや
すい環境の整備 

電子書籍ならでは
のコンテンツ 

の充実 

販売促進支援 

管理支援 

配信支援 

電子書籍市場の 
拡大サイクル 

＋ 

100万タイトルの 

紙の書籍の 

電子化 

制作支援 


